
















































































































































































































































































































１０ 『古事記』応神天皇段。「この蟹や 何処の蟹 百伝ふ 角鹿の蟹 横去らふ 何処に到る 伊知遅島 美島に
着き 鳰鳥の 潜き息づき しなだゆふ 佐佐那美路を すくすくと 我が行ませばや 木幡の道に 遇はしし
嬢子 後手は小楯ろかも 歯並は椎菱如す 櫟井の 和邇坂の土を．．． 」
１１ 他にも、『万葉集』巻四にみえる坂上大嬢と大伴家持との間の相聞歌「かにかくに 人はいふとも 若狭道の
後背の山の 後もあはむ君」（７３７番歌）「後瀬山 後もあはむと 思へこそ 死ぬべきものを 今日までも生け















































とは別の交通路の利用があったことがうかがい知ることができる。（「塩津山 うち越え行けば 我が乗れる 馬
ぞつまづく 家恋ふらしも」（『万葉集』巻３「笠朝臣金村、塩津山にて作れる歌二首」３６５番歌）、および「越の海
の 角鹿の濱ゆ 大船に 眞梶貫きおろし いさなとり 海路に出でて あへぎつつ わがこぎ行けば ますら
をの 手結が浦に あまをとめ 塩焼くけぶり 草まくら 旅にしあれば 獨して 見るしるし無み 海神の
手にまかしたる 玉だすき 懸けてしのひつ 大和島根を」「越の海の手結が浦を旅にして見ればともしみ大和思
ひつ」（同巻３「角鹿津にして船に乗りし時、笠朝臣金村の作れる歌一首并に短歌」３６６、３６７番歌））
４２ 福井県（１９９３）『福井県史』通史編１、原始・古代、２５７－２５８頁。
４３ 『万葉集』巻１８－４０５５番歌。
４４ 令制国の成立時期については、『日本書紀』天武１２年（６８３）１２月甲寅朔丙寅条、同１３年（６８４）１０月辛巳条、１４
年（６８５）１０月己丑条にみえる国境画定事業を契機とする見方もあるが、近年、石神遺跡第１５次調査では「乙丑
年」（天智４年、６６５年）の年紀を有し、「三野国ム下評大山五十戸」と記す木簡が出土したことにより（奈良国
立文化財研究所『飛鳥藤原宮発掘調査出土木簡概報』１７、１３頁）、天智朝以前に遡りうる可能性も出てきた。また、
飛鳥京跡苑池遺構からは「高志国利浪評」と記した木簡も出土しており（奈良県立橿原考古学研究所『高市郡明
日香村飛鳥京跡調査概報』）、評制のある時期には、越前・越中・越後国の前身となる「高志国」が存在したこと
が確認できる。なお、「越前国」の史料上の初見は『日本書紀』持統６年（６９２）９月癸丑条である。
４５ 門井直哉（１９９８）「評領域の成立基盤と編成過程」人文地理５０－１、１－２２頁。
４６ 『和名抄』にみえる敦賀郡の諸郷（伊部、鹿蒜、与祥、津守、従省、神戸）の内、敦賀平野に比定される一般の
郷は、与祥郷と津守郷の２郷のみである。戸令が規定する最小規模の郡＝小郡は２里であるが、改新詔における
最小規模の郡（評）＝小郡は３里であることからすると、あるいは「角鹿評」は大化の頃には、敦賀平野とその
周辺部のみでは一つの評を構成しえず、評を立てるには従前の角鹿国造の支配地域や自然領域を超えて領域を設
定する必要があったものと思われる。律令期の敦賀郡が、木ノ芽山地を越えて、その北側にまで郡域が広がった
のはそのためであり、また既に「コシ」と「ワカサ」の境界認識が、木ノ芽山地から関峠へと遷っていたがため
に、同評の領域は関峠以西に設定されることはなかったのだろう。
４７ 松原客館をめぐる近年までの学説・研究は、気比史学会（１９９４）『松原客館の謎にせまる―古代敦賀と東アジア
―』に詳しい。
門井 直哉
―４４―
